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　憲法で戦争放棄を宣善した日本国民で ある我 々は、

平和の精神に則っ た教育を難 ノ 進めな 【サればならない 。

今日の構勢から憂慮される軍事犬国への道に抗して 、

孑ども ・霜年に 粟和と人の命の 貴さを伝えてい く と い

う教裔の課題がある。こ の 課題に答えて、心理学の立

場から平和教育に寄与して い くことは 、 心理学者の社

会的責任とし て重要な ことと善えよう 。

　1鯉 学的視点や 方法を用い て 、例えば、戦争や暴力

や抑圧に反対する態度や人権尊重などの認識が、どの

様に内面化され寞現されて い るのか （あるいはどのよ

うな困難や媚ずが生じてい るのか ）を研究することは、

少し思い めぐらしただけでも、人格1鯉 学 ・発遡 忠理

学 ・教授学習の心理学 ・測定評価 ・社会｝嗹 学等々・

教育1〔嗹 学とその近接領域にと っ て興味ある研究課題

で あると い え そ う だ 。 こ の様な平和教育研究の意義と

可能椎は、19i追年のEヨ本教育1［嗹 学会第28回総会自主

シンポジウム 「平和の ための教育心理学 」で すでに検

討の匚怏が切られてい る 。

　 し かし、この分野で の 先行研究は少な く、現状は、

そもそもどの様な研究課題があ る の か と い う こ と か ら

議論を始めな ければならない段階であると思わ れ る 。

本シンポジウムでは、海外をふくめた平和教育の心理

学的研究 の動向と 大学教育の閤題、鷺年JCIh理学の立場

からの高校生の平騰 識と平和学習に対するアブ囗 一

チ、教育学からみた平和研究の課題にっ いて報告を受

け、それを手掛りとしっ っ 、われわれ日本の心理学者

が平和教育 の 研究を 進めるためにどのような研究課題

・研究対象 ・研究方法論があるの かを模索 し た い 。

平和学と 1〔鯉 学 ・心理学的平和教育研究 ・夫学の平和

教育　　　　　　　　　伊藤武 彦 （和光夫学 ）

　平和学と心理学と（瑚 系に つ い て問題提起したい 。

岡本（1986）［こよれば 、平和学者 Galt廴  （19ip）は暴力

に 「直接的暴力 1 （戦争、テ ロ、殺人、リン チ、暴行

な ど）と 1聞接的暴力亅 （貧困、抑圧、差別、社会的

不公正など）の二種類があることを指摘し、曝 力が現

に あると琶うの ま、人悶存在がある影響下にあるため、

その現実における身体的覇神的実現がそ の 潜在的実現

以下であるようなときである．」と暴力を規定する 。 こ

のような概念規定は 、 人間性心理学や発達心理学の基

本概念と関わるところが大きい 。 また、消極的耳Z和 （

戦争の不在と し て の 平和 ）だけでな く積極的翠和 （社

会正義の実現として の平和）のための教育も平和教育

と考えると、平和学と教育1〔｝鯉 学のオーバーラ ッ プす

る領域は広い 。

　各国の平和戮育の 心理学的研究 の 動向 に つ い て も 紹

介を行 い た い 。 心理学者による平和教育研究は、1986

年8月上旬にフ ィ ン ラン ドで関かれたEu「qpean　PSy〔加

10gists　f〔r　Peace の 研究集会で このテ
ーマで の研究

報告が数多くあっ たことにみられ る よう に 、東西世界

双方で近年増加しっ っ ある 。 核兵器と戦争の 廃絶 の よ

うな世界共通の課題があるとともに、各国の埓徴がみ

られる 。 Eヨ本は、か っ て （刎懿 国であり、原子爆弾の

唯一の被爆国であり、平和憲法をもち、米軍基地が萄

り、強大 な 軍事力を持ち、アジア羆大の経済大国であ

ると い う国構が鵞り、このことが研究にも反映される

であろう 。

　最後に、研究と実践の 課題としての大学戮育 に つ い

て問題提起したい 。　 一方で、大学における平欟 育

の 実践の発展があり、他方で 大学教育研究の高まりの

動きがある 。 教育心理学教蕎における平和教育の寞践

と研究の可能性につ い て、報告者の具体例をもとに論

じてみたい 。

青年期の 平和教育と需年心理学の 課題

杉田明宏 （東北大学）

　核による絶滅の脅威 、 地域紛争、人権抑圧 ・貧困 ・

飢 餓な どの構造匏暴力がますます深黜 匕する構勢の下、

揺るがぬ平和を築くとい う課題は、ますます急を要す

るものとなり、世界各国で平聰 蕎実践が、平和研究

が墓積されはじめて い る 。

　日本における耳Z欟 育は 、 主に民間の教育研究運動

の 中で 、そ の目的を反戦戮育にとどまらず人権 ・民主

圭義の教育、 「生きるめ あてを育てる 」ことへと拡大

・深化 させ、また、 「高校生平和ゼミ ナ ー
ル 」な どの

次代を担うNff自身の手による平和学習運動を生み出

すな どの前進をみせてい る 。 その中で、思春期 ・胥年

期の発運課題 こはたら きかけるよう な すぐれた実践が
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生まれていることも事実 で ある 。 しかし、そのはた ら

きかけが子ども ・青年の人格形成にと っ て い かなる意

昧を持 ち え た かと い う点まで立ち入 っ て 深められた分

析はまだまだ少ない 。

一方、胃年心理学の分野1こお い ては、青年の社会的態

度、政治意識の 研究の領域で閂接的 に平和の問題が扱

われて き たが、平和の問題に焦点化した研究はほと ん

どな い 。 も っ とも、宥年を対象とし て い るとい う点で

は、ndams＆Bα曲 （1986）一一冓年の平和のための活動

を 妨げて い る要因、促進する要因を推定一一、国民教

育研究所（1986）一一広 島 修学旅行が中 ・高生の平和意

識に及ぼす効果を推定一一
など、平和教育の課題を提

起しうるような 実践的な研究があげられる。 し かし、

こ R らも分析視点とデー9収集の方法のうえで、臂年

期の平禾瞰 育の課題および胃年 1〔嚇里学的課題には十分

迫 り得ない限界を持 っ てい ると思われる。

　 こ こ で は 、以上のよう な 平和教育実践、平和研究の

成果に学びつ っ 、ま た、報告者が湾年の自主的な 平和

サ
ークル 「高校生平和ゼミナ

ール 封こ援軈 として関

わ っ てきた経験の踏まえつ つ、青年の人格形成 に と っ

ての平和 の 意味をと ら えうるよう な 、そして胃年期の

平和教育に示唆を与えう る よ う な 青年心理学の方法論

につ い て考察を試みたい 。

平和のた め の 教育学と 1曝里学の共同を ：卑和戮育の課

題を検討する な かから　　　 佐貫　浩 （法政大学）

　教膏学と（教育 ）心理学とが、平和と平 和 教育 の ため

の 協力と共同を、学悶レ ベルで十分意識的には追及し

て こ な か っ たように思わ れ ることは、今後へ の大きな

反省事項であろう。平和教育学の側か ら、若干の共遇

の課題を呈示したい 。

（1 ）平和のための人悶の人格的な構造 ・様相の解明

ご く常謎 な一般的な 傾向として、平和を推進して い

くことの 出来る人間の 人格構造とし《対立を緩和する

ことの出来る性格が強調されているように思われる 。

平聰 育の場面ではそれは 「争い をするな 1という こ

と の強調とな っ て い る。しかし、人間の 尊厳と人権、

民主主義を方法として
一一すなわち黎力に よ っ てでは

な く
一一社会の矛盾や対 立、不正義を克服し て い くこ

との出来る状態を平和 （
”

たたかい の方法としての平

和
”

）とする私 の 立場 か ら すれば、暴力の理不尽を怒

る とともに人悶の 尊厳と人権 へ の 繊細 な 感覚と不正義

とたたかう強烈な決意とが平和のための人格に と っ て

不可欠で あると考えたい 。

（2 ）い じめ 、榔勾暴力、体罰等と
”

学校の平和的原

理
”

の解明

　い じめや校内暴力、教師による体罰籌が子どもたぢ

に
”

暴力と腕力による問題解決の万法
”

を受容させ る

よう な圧力として機能して い る 。 そ の よう な 191iiEe的圧

力がある学校 の教室で 、い くら平和 と戦争に関する知

識の教授を行 っ ても、力つよい生き方の方法としての

平和のイメ
ージを子どもたちは獲得することが出来な

い 。 学校とい うものの平和的な 傅在様式
一一学校の生

活様式そのものが子どもたちに平和 （刎面價を獲得させ

るような学校の票理一一
そのものの解明が課題である 。

その問題は 、フ ァシズムと平和という問題に繋がる。

（3 ）感性と理性との共同をどのよう（as 織 するか

　人間が耳珊 とい う価値を実現してい く よ う1こな るた

めには 、 感性と理性の烱 乍業が必要である。 しかし 、

単な る戦争に つ い ての恐怖や悲惨 さ の 追体験だけでは

十分でな い 。 また低学年の場合は、映像などでの
”

意

味化
”

が出来 な い恐怖の体験は、教育的に見ても問題

がある 。 こ れらの翌題も含んで、人間をその 内面から

突き動かす価値としての平和を子ども の 中に蕎て る教

冓の方法とはどのようなもの で あるのかを考 えねばな

ら な い 。 以上の 様な課題を考え つ つ、シンポジウムに

参加して い きたい 。
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